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大阪支店＝堂島一新大ピルT E L 3 4 I - 0 2 4 7

●大阪＝阪急・阪神・高島屋・大丸・近鉄ア

ベノ店・折竺卜‘六店
⑬本店＝東京・銀座T E L ､ 5 3 5 - 4 6 1 ｜
画株式会社ミキモト◎1 9 7 5 - 5

壁皇 一､ J ､リオ彰

ミキモトのペンダント
貴女の胸を飾りま
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チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
あ
の
甘
美
な
曲
に
乗
せ
て
、
嘆
き
の
白
鳥
が
気
品
と
優
雅
さ
を
こ
め
て
舞
う
。
大
橋
最
子
さ
ん
（
詔
才
）
は
５
才

の
と
き
か
ら
島
村
好
子
舞
踊
団
で
手
塩
に
か
け
ら
れ
た
秘
蔵
っ
娘
。
溺
周
年
を
迎
え
た
同
バ
レ
エ
発
表
会
が
３
月
”
日
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
〃
白
鳥
の
湖
〃
全
曲
を
上
演
し
、
オ
デ
ッ
ト
を
手
堅
く
演
じ
た
。
神
戸
は
兵
庫
の
生
れ
、
身
体
が
弱
く
て
始
め
た
バ
レ
エ
だ
が
、

高
校
時
代
、
助
手
を
勤
め
て
以
来
一
筋
に
島
村
好
子
師
に
修
業
、
養
女
に
な
っ
て
打
ち
込
ん
で
い
る
。

「
お
姫
さ
ま
が
一
番
好
き
。
オ
デ
ッ
ト
、
オ
ー
ロ
ラ
姫
、
そ
れ
に
海
と
真
珠
と
か
、
最
近
で
は
邦
楽
の
生
演
奏
で
踊
っ
た
〃
み
づ
う
み
〃

が
と
て
も
す
き
で
し
た
・
・
踊
り
は
言
葉
が
な
い
か
ら
内
容
を
出
す
の
が
大
変
。
で
も
公
演
め
ざ
し
て
の
レ
ッ
ス
ン
と
緊
張
が
好
き
だ
か
ら

や
っ
ぱ
り
虫
で
す
ね
」
。
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
な
プ
リ
マ
で
あ
る
。

内
面
が
に
じ
み
出
る
よ
う
な
踊
り
手
に
‐
大
橋
最
季
…

可
神
戸
っ
秀
》
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眼下にひろがるパノラマ眺望／

ｎｐｐ
ＵｐＢ
Ｕ ﾛ ﾛ
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４

ｒ
Ｌ 地上１３階の和風レストラン

ee竹亭，，
関西ではじめての‐
ユニークな地上１３階の

和風レストラン､ 《竹亭, ，
おちついた和食とともに
夜､ 昼とも､ すばらしい
ﾗ 毎と山と街の眺望を
おたのしみいただけます

ご同伴で､ ご家族づれで
お気軽におこしください／

＊しゃぶしゃぶ…………￥３，ＯＯＯ
＊すきやき……………￥３，ＯＯＯ
＊美々卯のうどんすき…￥１，９００
（いずれも税・サービス料別）
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奇
術
の
研
究
、
と
く
に
、
少
人
数
相
手
に
カ
ー
ド
と
か
コ
イ
ン
な
ど
日
常
見
な
れ
た
品
物
を
使
っ
て
、
相
手
の
目
と
鼻
の
先
で
演
ず
る

ク
ロ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
・
マ
ジ
ッ
ク
の
分
野
の
研
究
で
は
、
い
ま
日
本
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
で
あ
る
。
最
近
出
版
さ
れ
た
二
冊
目
の
著
書

「
シ
ル
ク
奇
術
入
門
」
（
日
本
文
芸
社
）
は
、
彼
の
豊
富
な
知
識
と
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
生
き
て
評
判
の
い
い
解
説
書
と
な
っ
て
い
る
。

な
に
せ
「
当
た
り
前
な
、
人
と
同
じ
コ
ト
を
す
る
の
が
キ
ラ
イ
」
で
、
同
志
社
大
の
学
生
だ
っ
た
時
か
ら
始
め
た
奇
術
の
勉
強
も
、
「
人

に
教
わ
る
の
は
イ
ヤ
だ
っ
た
か
ら
、
自
分
で
一
ペ
ー
ジ
ー
ペ
Ｉ
ジ
納
得
し
な
が
ら
」
海
外
の
奇
術
文
献
ま
で
次
々
も
の
に
し
て
い
っ
た
。

ハ
ン
カ
チ
を
か
ぶ
せ
て
イ
ナ
ー
ァ
サ
ン
。
手
の
中
に
あ
っ
た
コ
イ
ン
は
あ
と
か
た
も
な
い
ｌ
見
る
側
に
は
コ
イ
ン
が
消
え
る
と
い

う
ひ
と
つ
の
現
象
、
そ
れ
を
、
あ
ん
な
方
法
で
も
や
れ
る
し
こ
の
や
り
方
も
い
け
る
、
と
考
え
て
い
く
と
こ
ろ
に
マ
ジ
ッ
シ
ャ
ン
の
楽
し

み
が
あ
る
と
い
う
。
神
戸
大
丸
の
産
経
学
園
で
第
一
、
三
日
曜
日
奇
術
を
教
え
て
い
る
。
本
職
は
ラ
ジ
オ
関
西
レ
コ
ー
ド
室
勤
務
。
鎚
歳
。

宙
神
戸
っ
子
怖
い

畠、

ノ、

一
一

ン
カ
チ
の
な
か
の
ド
ラ
マ

神
戸
っ
子

松
田
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弘
〈
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術
研
究
家
〉
カ
メ
ラ
・
米
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少
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琴
》
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=詩１ﾛ
炉
一
秒 Ｉ
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神戸］．
神戸市生田区芳

Ｌ東衰Ｉ

乳昌
二室

東京

ノ

＝

＝壷
『『

卜

神戸市生田区北野町１－６４ＴＥＬ( 0 7 8 ) 2 3 1 - 2 2 5 1

、

三

。

同窓会、その他のご
子供の日( ５月５日) 、母
ご家族のお食事にご

f 集会……………
この日(５月' '日)など
f 利用下さい……

年中無休、馬主車場有
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､ 巴、１
町、
＆ .

一
志

一

｛
【

ト
ー
ス
ト
ミ
ス
ト
レ
ス
・
ク

ラ
ブ
。
人
種
、
政
治
、
宗
教
を

こ
え
て
世
界
に
二
四
○
○
あ
る

ク
ラ
ブ
の
、
阪
神
ト
ー
ス
ト
ミ

ス
ト
レ
ス
・
ク
ラ
ブ
は
一
五
九

四
ば
ん
め
。

そ
の
世
界
本
部
の
会
長
テ
ル

マ
・
マ
ク
レ
ラ
ン
ド
夫
人
と
、

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
パ

ト
レ
シ
ア
・
チ
ャ
ー
マ
ン
夫
人

が
神
戸
に
や
っ
て
き
た
。

今
年
は
国
際
婦
人
年
で
も
あ

り
、
友
情
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ

る
た
め
各
国
の
ク
ラ
ブ
を
訪
問

途
中
、
東
京
名
古
屋
に
つ
い
で

来
神
し
た
も
の
で
、
こ
の
日
は

カ
ナ
ダ
か
ら
の
こ
の
お
客
さ
ま

を
囲
ん
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。

学
生
問
題
、
ヒ
ッ
ピ
ー
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
カ
ナ
ダ
の
生
活

な
ど
広
い
範
囲
に
つ
い
て
な
ご

や
か
な
話
し
合
い
に
交
歓
し
た
。

女
性
ば
か
り
の
こ
の
ク
ラ
ブ

は
、
女
性
の
も
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
等
し
く
出
し
あ
い
、
互
い
に

昇
華
さ
せ
よ
う
と
、
ス
ピ
ー
チ

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
社
交
セ
ン

ス
を
高
め
る
こ
と
で
、
婦
人
の

向
上
を
め
ざ
し
て
い
る
。
彼
女

た
ち
は
社
会
に
お
い
て
も
家
庭

に
お
い
て
も
、
優
雅
で
か
つ
有

能
な
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。
ウ
ー

マ
ン
リ
ブ
じ
ゃ
な
い
が
、
こ
れ

も
新
し
い
女
性
の
ひ
と
つ
の
形

な
の
で
あ
ろ
う
。

園
連
絡
先
Ⅱ
阪
神
ト
ー
ス
ト
ミ
ス
ト
レ
ス

ク
ラ
プ
会
長
・
伊
庭
文
子

雛
区
神
前
町
一
丁
目
１
の
廻

蛮
８
６
１
．
０
２
９
６
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同一｛鶏
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蝿協､ Ｊ雌 ｈｌ

,塞曇ム

噺

、Ｅ，
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／ 、

ニュース漫画を必死のパッチで
く神戸新聞“笑点，，＞

描き続けて７０卿たかはしもう

、

笑品集発売中. ／
●田辺聖子さん激賞。
「孟さんのマンガの特徴は、第一暖かいところがよ
い。

時として彼の時事マンガに、するどいブラックユ
ーモアがあって、よく識刺がきいているが、それと
ても次の瞬間、ニヤリとさせるところがある。私は
これは、古川柳の味わいで、こういうのこそ、オト
ナの笑いというものだろうと思う。孟さんの人生キ
ャリアが出てくるためで、こういう味わいは、老来
ますます冴えるはずだ。これからの孟さんのマンガ
がたのしみになるゆえんである｡ 」

☆内容「最新カラーマンガ」 ９頁

36頁

54頁

４頁

お申込み

｢笑点20年」

¥ 2 , 5 0 0円(紬）
｢似顔絵1 0 0 人」
｢ ニュースマンガ家の一日」

｢ たかはしもう出版会」
神戸市生田区束町1 1 3 ノ１．大神ビル７Ｆ月刊神戸っ子編集部Ｔｂｌ（3 3 1 ) 2 2 4 6
送金方法太陽神戸銀行三宮センタービル支店普通預金1 1 5 2 7 0 4 「たかはしも

う出版会｣ ／または月刊神戸っ子あてに現金送金ください。 ノ
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し

光田神戸新聞社長( 写真提供・神戸新聞・写真部）

ゴ

《｜
■

嗣伽,

met ☆神戸ＪＣ、桜まつりで大奮闘
３月１７日から２２日にわたって、

神戸青年会議所のメンバーを中心
とする親善旅行団（宮田喜夫理事
長他5 3 名）がホノルル日系ＪＣか
らの要請によってハワイを訪れた。
現地の｢ 桜まつりＩの主要行事の
１つであるカルチュアショーに参
加し、日本文化を紹介するためで
あり、会場（ハワイ・インターナ
ショナル・センター）における神
戸二紀会の絵画展や、桜と緋毛暁
の床机、鰻のかば焼きの屋台、金
魚すくいなどの舞台演出は神戸Ｊ
Ｃとホノルル日系ＪＣとの交流を
一層深めた。

可
釧
好
『

ｒ
挿寓み

‐

１１
４

随、

をする左より山口副知事、ジャック･ メ

守

■

■牙

畠鍛f‐ ，青縛
哩

種
■

噂５
Ｈ
Ｐ
配

竜。

こ夢《
記者会見であいさつをする宮田理事長( 左）
と二紀会の中西勝さん｣鱈Ｉ錆。

溌二蕊

窯二竺型文化交流の花ひらくコウベスナップ

★華やかにニース美術展オープン
４月１２日から５月１１日まで、兵

庫県立近代美術館で「南フランス
・ニース美術館展、ルノワール・
マチス・デュフィ」が開催されて
いるが、オープンに先立って、４
月１１日午後３時から同美術館にて
開会式が行われた。
式にはジャック・メドサン・ニ

ース市長、楢崎、山口両兵庫県副
知事、宮崎神戸市長、光田神戸新
聞社長ら３００名が出席､ 光田社長、
メドサン市長のあいさつのあと、
テープカットが行われた。このあ
と参加者一行は会場を回って数々
の作品を熱心に見入っていた。

戸
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六
○
ｍ
ｍ
○
○
○
○
少
匡
男
く
〈
Ｕ

画
面
が
ひ
き
し
ま
り
色
が
鮮
や
か
に
な
っ
た
ね
。
空
間
と
色
が

掴
め
た
ん
だ
な
。
（
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
選
考
座
談
会
に
て
赤
根
和

生
氏
）
そ
の
言
葉
で
表
わ
さ
れ
る
と
お
り
藤
原
氏
の
作
品
の
赤
は

あ
く
ま
で
赤
く
青
も
あ
く
ま
で
青
い
。

「
色
を
ぬ
り
重
ね
て
明
軽
な
形
と
鮮
明
な
色
を
求
め
た
」
と
い
う
。

色
と
形
は
き
っ
て
も
き
れ
な
い
・
色
が
あ
る
も
の
に
は
形
が
あ
り
、

何
よ
り
も
自
分
の
好
き
な
強
烈
な
色
に
と
り
組
ん
だ
そ
う
だ
。

藤
原
氏
の
発
想
は
す
べ
て
人
間
が
基
盤
に
な
っ
て
い
る
。
廃
品

を
収
集
し
そ
れ
を
プ
レ
ス
機
で
版
画
に
刷
り
こ
む
こ
と
を
始
め
た

の
が
十
年
前
。
人
間
の
産
物
で
あ
る
廃
品
を
あ
つ
め
人
間
を
テ
ー

マ
に
人
間
の
中
を
物
質
に
お
き
か
え
る
・
・
…
．
。
た
と
え
ば
自
動
車
。

人
間
が
運
転
し
て
い
る
の
だ
が
、
人
間
は
ク
ル
マ
を
支
配
し
て
い

る
の
で
は
な
く
ク
ル
マ
と
一
体
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
が

つ
く
。
現
代
人
は
機
械
人
間
。
そ
の
姿
を
皮
肉
た
つ
ぶ
り
に
風
刺

す
る
の
が
、
今
の
藤
原
氏
の
発
想
の
原
点
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

「
僕
の
表
現
手
段
に
版
画
と
い
う
媒
体
が
適
し
て
い
る
か
ら
…
…

で
も
版
画
的
な
こ
じ
ん
ま
り
し
た
世
界
に
と
ど
ま
り
た
く
は
な
い
。

マ
ン
ダ
ラ
的
世
界
と
人
が
評
し
て
く
れ
て
い
る
が
、
あ
の
無
限
に

広
が
る
宇
宙
に
は
魅
か
れ
ま
す
ね
。
昔
の
も
の
だ
が
決
し
て
古
さ

藤
原
向
意

ギ
ャ
ラ
リ
ー

神
戸
つ
子

型

両司
Ｌ

Ｌ

､
Ｌ
Ｌ
Ｌ

可

ＬＬ

』

詞≦§

『

ＩＬ

を
感
じ
さ
せ
な
い
。
そ
こ
に
宗
教
の
も
つ
崇
高
さ
を
兼
ね
そ
な
え

て
い
る
か
ら
よ
け
い
魅
力
的
で
す
ね
。
現
代
で
も
通
用
す
る
宇
宙

づ
く
り
を
目
標
に
一
つ
の
も
の
を
じ
っ
く
り
求
め
掘
り
下
げ
て
い

き
た
い
」
三
年
が
た
と
え
一
年
で
あ
っ
て
も
自
分
の
ペ
ー
ス
で
進

ん
で
い
き
た
い
と
い
う
。

「
一
つ
の
こ
と
し
か
よ
う
や
ら
ん
か
ら
」
と
い
う
が
、
こ
の
藤
原

氏
の
人
柄
を
元
町
画
廊
の
佐
藤
氏
は
「
昔
か
ら
少
し
も
変
ら
な
い

自
分
の
体
臭
を
持
っ
て
、
外
か
ら
は
影
響
さ
れ
ず
に
自
分
の
中
に

だ
け
根
強
く
、
鈍
重
に
仕
事
を
進
め
て
い
く
男
」
と
い
う
。
一
貫

し
て
固
有
の
造
形
の
方
法
と
思
考
を
追
求
し
続
け
て
い
る
「
意
図

が
明
確
に
視
覚
化
さ
れ
る
」
藤
原
版
画
の
醍
醐
味
は
視
覚
に
う
っ

た
え
る
心
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

ふ
じ
わ
ら
さ
き
お

●
一
九
三
二
加
古
川
市
に
生
ま
れ
る
●
一
九
五
五
武
蔵
野
美
術
大
諺
卒
業
●
一
九
六
○

木
版
画
を
始
め
る
。
二
紀
同
人
と
な
る
●
一
九
六
三
大
阪
フ
ォ
ル
ム
画
廊
に
て
木
版
画
の
偲

展
。
兵
叩
県
新
鋭
作
家
腰
一
席
●
一
九
六
五
廃
品
の
収
染
に
と
り
か
か
り
そ
れ
を
プ
レ
ス
磯

で
版
画
に
刷
り
込
む
こ
と
を
始
め
る
●
一
九
六
六
現
代
日
本
美
術
展
。
二
紀
退
会
以
後
無
所

属
と
な
る
。
汎
瀬
戸
内
現
代
美
術
展
（
以
後
毎
回
出
品
）
昆
虫
化
人
間
約
一
○
○
点
を
制
作
〈
ダ

イ
ワ
俊
鋭
作
家
シ
リ
ー
ズ
〉
●
一
九
六
七
南
日
本
現
代
美
術
展
。
ア
ー
ト
・
７
典
団
佃
展

●
一
九
七
○
幻
想
の
イ
ン
テ
リ
ア
展
●
一
九
七
三
ア
サ
ヒ
ア
ー
ト
ナ
ウ
粥
展
●
一
九
七

側
元
町
画
廊
に
て
個
展
．
７
／
７
／
７
・
芦
屋
術
ピ
エ
ン
ナ
Ｉ
し
に
出
品
。
ｏ
一
九
七
五
ギ
・

ヤ
ラ
リ
ー
射
手
座
に
て
個
展
。
本
錘
庇
プ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
受
武
者
加
古
川
市
在
住

11,

一
Ｊ

一
一
里
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と
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で
（
上
と
下
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桜の花びらと
山崎真弓さん
< 甲南女子大４回生＞

スポー､ ｿ 一家に育って、テニス
が青春の女の子。ところが趣味は
テニスに限らない。詩を書き、イ
ラストを描き、ギターを奏でると
巾広い。さらに大学では放送部。
どこかあっちこつちのようでもあ
るが、その中に共通の何かがあり
そうなお嬢さん。《ダニエル》を
つまんで､ 、ほほえんだ顔、とても
キュートで､ さわやかだ。
甘さを押えたシュガーレスケーキ
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し

〆 ~、ま
つ
り
の
赤
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つ
り
の
黒
ま
つ
り
の
ミ
ド
リ

ＦＡＮＴＡＳＹＫ○ＢＥ５月

元町２丁目T E L 3 3 I - 5 7 6 i 代表

タジマでは宝石の鑑定を無料でご相淡に
応じておりますのでお気軽にご利用下さい。
定休日は水噸日て' す． ノ

臼
金
ダ
イ
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エ
メ
ラ
ル
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●設計= 施工のお問合せ
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吹田市江坂町２丁目１番１６号
T ｅｌＯ６（3 8 5 ）１７７１( 代表）

「
暮
し
の
手
帳
」
で
読
ん
で

さ
っ
そ
く
親
父
の
庭
の
隣

り
に
新
居
づ
く
り
。
人
間

味
ゆ
た
か
な
木
造
の
モ
ダ

ー
ン
な
タ
ッ
チ
は
自
然
に

と
け
こ
ん
で
快
適
な
マ
イ

ラ
イ
フ
で
す

自
然
環
境
に

マ
ッ
チ
す
る
ネ
。
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こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

一
一
れ
は
神
戸
っ
子
の
手
帳
で
す

表
紙
／
小
磯
良
平

セ
カ
ン
ド
カ
バ
ー
／
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
〈
５
〉
／
中
西
勝

５
神
戸
っ
子
弼
／
大
橋
最
子
／
松
田
道
弘

９
あ
る
集
い
／
阪
神
ト
ー
ス
ト
ミ
ス
ト
レ
ス
ク
ラ
ブ

Ⅱ
コ
ウ
ベ
ス
ナ
ッ
プ

吃
神
戸
っ
子
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〈
Ⅳ
〉
／
薦
原
向
意

Ｍ
神
戸
の
デ
ィ
テ
ー
ル
〈
副
〉
／
石
阪
春
生
／
カ
メ
ラ
・
杉
尾
友
士
郎

創
わ
た
し
の
意
見
／
西
村
功

鋼
随
想
三
題
／
上
田
将
雄
／
中
村
裕
見
子
／
南
春
人

記
あ
る
集
い
そ
の
足
あ
と
ｚ
阪
神
ト
ー
ス
ト
ミ
ス
ト
レ
ス
ク
ラ
ブ

調
随
想
／
阪
本
勝
を
し
の
ぶ
／
赤
尾
兜
子

加
神
戸
情
話
〈
Ⅲ
〉
／
生
田
の
ロ
ー
ズ
・
マ
リ
Ｉ
／
矢
崎
泰
久

亜
あ
る
現
代
美
術
家
の
非
芸
術
的
レ
ポ
ー
ト
〈
６
〉
／
河
口
龍
夫

弱
特
集
神
戸
ま
つ
り
①
座
談
会

長
島
隆
／
妹
尾
美
智
子
／
福
霞
義
文
／
永
田
良
一
郎

加
経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

蛇
特
集
神
戸
ま
つ
り
②
随
想

西
浬
嘩
／
竹
村
ま
一
一
と
／
末
広
光
夫
／
田
中
徳
喜
／
藤
本
ハ
ル
ミ

里
特
集
神
戸
ま
つ
り
③
神
戸
ま
つ
り
メ
イ
ン
行
事
ガ
イ
ド

調
コ
ン
ニ
チ
ワ
神
戸
／
大
韓
民
国

剛
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
エ
ッ
セ
イ

髄
コ
ウ
ベ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト

花
神
戸
百
景
／
カ
メ
ラ
・
小
山
保

川
今
月
の
催
Ｌ
物
ご
案
内

川
神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
モ
ダ
ン
リ
ピ
ン
グ
／
水
谷
頴
介

伽
神
戸
を
福
祉
の
町
に
／
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
／
橋
本
明

伽
神
戸
の
集
い
か
ら

叩
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
Ｐ
の
研
究
室
／
岡
田
淳

川
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
イ
ン
ロ
ン
ド
ン
②
／
柴
田
啓
嗣

Ⅷ
励
物
園
飼
育
日
記
／
亀
井
一
成

伽
も
う
さ
ん
を
め
ぐ
る
神
戸
っ
子
達
／
た
か
は
し
も
う

鵬
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
／
諸
岡
博
熊

肺
心
に
の
こ
る
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
／
あ
お
ば
Ｌ
げ
る

叩
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
か
ら
の
便
り
／
竹
田
洋
太
郎

伽
淀
長
立
見
席
／
淀
川
長
治

唖
女
体
百
景
／
Ｈ
・
ジ
ュ
ー
ー
ア

剛
ぴ
つ
と
い
ん

叩
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

剛
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

叩
連
載
小
説
ま
だ
遅
く
な
い
〆
葉
月
一
郎
〆
え
・
小
西
保
文

剛
ポ
エ
ム
ド
コ
ウ
ペ
〆
山
日
一
一
智

剛
海
船
港
／
水
先
案
内
人
の
一
日

カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵
／
藤
原
保
之
／
立
山
彰

５
月
目
次

. ＳＥＥＳＡＷＳＥＥＮ" ｌ９７３ＴＡＴＳＵＯＫＡＷＡＧＵＣＨｌ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



『

五月
な' こげなく
そこ| こあな

ファンデーション専科
ﾗﾗﾌﾗ玉一も′zノ

ＥＸＣＬＵＳＩＶＥＡＧＥＮＴ

神戸市役所・花時計裏
蛮0 7 8 ( 3 9 1 ) 4 1 6 7 ～８

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


